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生物資源とは？ 

•ひとつの理解として「たべもの」食物 
•人間の食べ物としての「いきもの」生物 

 
    
 
 生物（セイブツ）  生物（ナマモノ） 



SDGs「食べ物」関連ゴール 

•食べ物を生産する地域の持続可能性 
 SDG2食の安全保障・14海域保全・15陸域保全 
 6持続可能な水利用・7適正なエネルギー 
 13温暖化防止 
 11インフラ 
•食品生産関連 
  12資源循環 
  8適正な職業 
  9技術・産業 

出典： Stockholm Resilience Center 
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持続可能な自立した地域を考える 

出典：『ごみについて調べよう①「リデュース ごみを出さない・減らす」 』監修 岡山朋子、あかね書房（2019） 



ゴール12 
持続可能な消費と生産のパターンを確保する 

持続可能な消費 
と生産パターン 
＝循環型社会＝3R 
地域の資源循環 

• 2030年までに、小売・消
費レベルにおける世界全
体の一人当たりの食品廃
棄物を半減させ、収穫後
損失などの生産・サプラ
イチェーンにおける食品
の損失を減少させる。 

• By 2030, halve per capita 
global food waste at the 
retail and consumer levels 
and reduce food losses 
along production and 
supply chains, including 
post-harvest losses 

SDG12.3（SDG12の3番目のターゲット） 



2018年における日本のSDGs評価 

国連持続可能な開発ソリューション・ネットワーク(SDSN)より岡山朋子作成 

総合評価では、世界全体では15位。ただし、達成度
が高いと評価されているのは「教育」のみ。 

<評価の低い目標＞ 
男女平等・３R・温暖
化防止活動・海の環
境保全・産官学民や
国際間の協調と協働 



SDG12.3に向けた日本の計画 

• 第４次循環型社会形成推
進基本計画（2018年6月19日
閣議決定） 

＜国の目標＞ 
• 食べられるのに廃棄され
る食品ロスの削減に向け、
家庭からの排出量を2030
年度までに2000年度比で
半減させる 

• 国連（FAO）は当初、食品
廃棄物は「可食」の食べ物
としていた＝（国連が言う
ところの）Food Wasteとは、
日本で言うところの食品ロ
ス（ただし一般廃棄物：家
庭と小売から排出） 

• 「半減」方法はリサイクル
でもOK？（検討中） 

   それならば日本には… 
• 食品リサイクル法あり 
（ただし、リサイクル義務があ
るのは事業者のみ） 

※ 循環型社会形成推進基本法における
3Rの優先順位 
1）Reduce そもそも発生させない 
2）Reuse 誰かにそのまま利用してもらう 
3）Recycle 原材料として利用 



生物多様性と循環型社会の関係 

•生物＝食物 「食」を中心に密接に関わる 
•食の安定的な確保＝生物・自然の安定的な保護 
•食品である生物資源を無駄なく大事に使うこと
＝食品循環資源の3R （Reduce, Reuse, Recycle） 

•食品循環資源（=食品廃棄物）の3RはSDG12の
ターゲット 
 
•おかえりやさいプロジェクトは「食品循環
資源の3R」を進める地域の取り組み 



持続可能な社会と物質循環 3Rとは 

自然界 

人間社会 

＜再生可能資源＞ 

＜リサイクル資源＞ 

地下資源 
（非再生資源） 

太陽光・自然エネルギー 

＜環境負荷＞ 

生産 資
源 

自然界の循環 
=生態系サービス 
自然界の循環 

（物質循環、生態系） 

不要物 
出さない 

再資源化 

使い回す 

 消費 

土に還る 



   地域循環型野菜  

受賞歴 
☆第1回グッドライフアワード・グッ 
ドライフ特別賞（2014年3月）環境省 
☆愛知環境賞2016 中日新聞社賞 
 （2016年2月）愛知県 

給食→残飯 生ごみ 
→堆肥 

レストラン 
→残さ 

堆肥使用 
→野菜 

クッキング 
講座 

段ボール 
コンポスト 

講座 



• ホテル（飲食店）と小売
業（スーパーマーケット
等）の食品リサイクル法
に基づく食品リサイクル
を見える化 

      ↑ 

この仕組みを「おかえりや
さい」と名づけることで可
視化 
• 単に堆肥にリサイクルす
るだけでなく、堆肥と店
頭と食卓をつなげた循環
の取り組み 

• 市民参加によって法律が
カバーできないところも
循環 

おかえりやさいプロジェクト概要 

 



発足のきっかけ 
藤前干潟の保全 
とごみ非常事態 

• 90年代：名古屋市のごみ 増加の一途 

• 1997年度：ごみ量100万トン超え 

• 1998年度：1焼却工場閉鎖→ 焼却危機 

• 2000年度には最終処分場（愛岐処分
場）満杯になる見込み→ 埋立危機 

• 名古屋港西一区（藤前干潟）最終処分
場建設計画・始動急務 → 野鳥愛好家
など市民団体の猛烈な処分場建設反対 

 ★ゴミトリ論争「ごみか鳥か」 

• 1999年1月：名古屋市長 藤前干潟に
おける最終処分場建設を断念 

  ★そして干潟は残った 

• 2002年11月 ラムサール条約登録湿地 

藤前干潟 



地域循環圏創生めざして発足 
• 1999 年2月: 名古屋市長ごみ非
常事態宣言 

• 第2次ごみ処理計画緊急策定 

• 2000年8月：容器包装リサイクル
法完全実施、必死にごみ3R 

• 2000年度：ごみ量20%減・埋立量
47％減（97年度比）→緊急事態ひ
とまず脱却 →第3次ごみ処理計画 

• 2008年5月: 名古屋市第4次ごみ処
理計画「非常事態克服から循環
型社会構築へ」 

ごみ処理計画は自治体の構成員で
ある市民・NPO・事業者そして行政
のパートナーシップで策定！ 

「なごや循環型社会・しみん循環
型会議」の『市民提案』を受けて

第4次ごみ処理計画策定 

• 2008年2月プロジェクト発足 

 

市民・事業者は「市民提案」 
として言いっ放しではなく、 

自ら行動を！ 



プロジェクトのしくみとメンバーの役割 



プロジェクトのね
らい 
• リサイクルシステム（循環ルー
プ）を可視化することで、「お
かえりやさい」のしくみのイ
メージと事業者の取組を市民・
消費者に理解してもらう 

• ごみ減量に貢献する生ごみリサ
イクルを知ることで、市民にも
段ボールコンポストなど、ごみ
減量に取り組んでもらう 

• プロジェクト協力者を増やす、
仲間を増やす 

• 市民や事業者のリサイクルの輪
を拡大する 

• 「食」をみつめなおす機会・
きっかけにもしてほしい。 

小学校給食献立表 



おかえりやさいの
特徴と効果 

• 地域共通ブランド！：1社
のPBではないけれど… 

• ごみを減らす：生ごみを
リサイクルすることで自
治体のごみ焼却量を削減 

• 地産地消：市域からでて、
市域に戻る、フードマイ
レージの極めて低い野菜 

• 減化学肥料・減農薬：JA
なごや大高支店では、化
学肥料・農薬を半減。生
産農家によっては、無農
薬・有機栽培も可能 

• 旬産旬消 



プロジェクトからのお願い 
任意団体はさまざまな資源が不足 
どうかご協力をお願いいたします 

• 他地域（例えば東京多摩地区など）の「◯◯おかえりやさい」
のしくみ構築を支援したい 

• 可視化のためのさまざまな体験講座を開催したい 
• 2019年度 名古屋市ごみ非常事態20周年を迎えた名古屋地域で、
地域循環圏シンポジウムを開催したい         等々 



ご静聴ありがとうございました 

おかえりやさいプロジェクトHP 
https://okaeri.n-kd.jp/ 
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